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こどもたちは、日々の学校生活の中で様々な気持ちを抱えながら過ごしています。

楽しさや喜びの一方で、時には不安や孤独、つらさを感じているかもしれません。

そうした感情をそのままにしておくと、周囲の大人が気付かないうちに深刻な事態

に発展してしまうことも考えられます。

御家庭でのお子さんのちょっとした変化――表情が暗い、家族との会話が減った、

学校や友達の話題が減った、食欲がなくなったり黙って食べたりするようになった、

勉強をしなくなった、集中力がなくなった、寝付きが悪い、夜眠れない日が続く、

些細なことでイライラする、物に当たる、自分の部屋に閉じこもる時間が増えた

――こうした行動や態度は、いじめや悩みのサインかもしれません。そのサインに

気付くことのできる存在が保護者の皆様です。サインに気付いたときは、こどもの

良き相談相手になってあげてください。大切なのは、こどもの話をじっくりと時間

をかけて傾聴すること、こどもの気持ちを受け入れることです。様子がおかしいと

きこそ、問い詰めたり、結論を急がせたりしないでください。また、学校での悩み

を打ち明けられたときは、学校や先生方といつ、どのような方法で共有するのがよ

いか、こどもと一緒に話し合ってみてください。

いじめの重大化を防ぐためには、まずは「家庭」と「学校」が信頼関係を築き、

こどもたちを一緒に支える姿勢が大切です。いじめの心配がある場合は、こどもの

意思を尊重しながら、先生に伝えることで、学校側が早期に状況を把握し、適切に

対応することが可能になります。また、先生に伝える上で、心配がある場合には、

その心配の内容も含めて先生に相談してみてください。連携の第一歩は、「こども

を守り抜く」という共通の願いを持つ保護者と教職員との対話から始まります。

また、こどもがいじめに加害の側で関わっている可能性があるときも、責めたり

突き放したりせず、まずはこどもの話を聴いてあげてください。「あなたのことを

理解したい」「一緒に考えよう」という姿勢が、こどもに安心をもたらし、こども

が自らの行為と向き合うきっかけになります。

私たちは、こどもたちが安心して毎日を過ごせる環境を、地域社会全体で築いて

いきたいと考えています。保護者の皆様におかれては、学校と手を携えながら、お

子さんに寄り添い、支えてください。皆様の行動が、こどもにとって、そして、い

じめの防止に向けてかけがえのない力になります。

保護者の皆様へ

～いじめからこどもを守るために、家庭と学校が手を携えて～

【保護者の皆様に特に御確認いただきたい留意事項】

•【1-1】児童生徒の言葉の聴き取りと深い理解に基づく対応

•【1-2】言葉以外のサインの察知

•【1-7】いじめを行った児童生徒への対応

•【1-9】保護者・地域と協働したいじめ対策

•【2-4】インターネット・SNSにおけるいじめ
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